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令和 7 年第 424 回信濃町議会定例会 11 月会議再開あいさつ 

 

令和７年１１月７日 

信濃町長　鈴木　文雄　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信濃町議会議事堂にて 

 

本日ここに、第 424 回信濃町議会 11 月会議を招集いたしましたところ、議

員各位におかれましては、公私ともにご多用のところご出席を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

 

まず初めに、国政の動向について触れさせていただきます。 

先月発足した高市内閣は、「責任ある積極財政」の下で強い経済の実現を目

指し、危機管理投資や令和の国土強靱化、食料・エネルギー・健康医療の各安

全保障の強化を通じて、家計の下支えと成長力の底上げを同時に進める方針を

示しております。また、12 月末にガソリン税に上乗せされる暫定税率を廃止す

る与野党合意がなされたところです。これらに関しての具体的財源など現時点

では不透明な部分もありますので、今後の動向を適切に把握し、迅速な対応に

努めたいと考えております。 

 

さて、今会議においてご審議をお願いします議案は、令和７年度一般会計第

８号補正予算の１件です。 

全員協議会でもご説明しましたとおり、小林一茶が晩年に書き残した膨大な

日記の中でも、信濃での生活、家族との別離、そして自然と向き合う心境が克

明に綴られた貴重な史料を購入するためのものです。 

町といたしましては、一茶記念館が正式に収蔵・保存することで、一茶のふ

るさと信濃町の文化的価値を一層高めることができると考えております。 

 

議員各位におかれましては、その趣旨をご理解の上、慎重なるご審議を賜り、

適切なるご決定をお願い申し上げ、臨時会招集のあいさつといたします。 


